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JA尾道総合病院小児科岡野 里香
守ろう、小児救急医療

尾道市の小児の救急医療の変遷

• 1983年 尾道市立夜間救急診療所小児科開設（一次救急）
JA尾道総合病院（二次救急＋一次救急）

• 2003年 JA尾道総合病院が小児救急拠点病院（二次救急医療を24時間体制で行う）に指定
• 2011年3月～2013年3月 福山市小児二次救急輪番の空白日
• 2013年7月 尾道市立夜間救急診療所小児科が休診
• JA尾道総合病院が一次＋二次救急を担う
• 2013年9月 尾道市医師会小児科医会（開業医）の協力体制「地域連携小児夜間・休日診療」

一次救急：軽症患者（外来治療・帰宅可能）に対する救急医療二次救急：中等症患者（入院治療を要する）に対する救急医療三次救急：重症患者（集中治療を要する）に対する救急医療

これまでの小児救急医療問題

• 保護者は、いつでも、どこでも、質の高い小児科専門医による医療を求めている
• これに対応できる小児救急医療体制は一部の地域（特に地方）では未整備なため、保護者の不安が強い
• 救急医療を行っている一部の施設に患者が集中する
• 少数の小児科医で当直せざるを得ず、病院勤務の小児科医が疲弊する 小児救急医療の集約化

広島県一次救急医療体制：休日夜間急患センター
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小児科・年度別時間外受診者数
(尾道市立夜間救急診療所/JA尾道総合病院）
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当院小児科・年齢別時間外受診者数（H25年度）n=8,603人
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小児救急医療の問題点

• 小児救急患者が多い子どもは急な発熱など、急患の発生頻度が高い
• 小児科医不足病院勤務の小児科医の減少（特に山間部・島しょ部）
• 小児医療の不採算入院需要が少ない、入院期間が短い、一人当たりの医療費が少ない⇒小児科の縮小・廃止
• 子育てにやさしい社会体制が構築されていない働いている保護者は子どもが病気の際仕事を休むことができない。子どもが病気の際に支援してくれる人がいない。⇒仕事が終わって救急外来を受診

安心できる小児救急医療体制のために
• 医療者側医療体制の整備、小児科医不足の解消医師間の救急医療相談システムの構築
• 行政子育てしやすい社会体制地域の子育て協力支援体制
• 受診者側受診者側受診者側受診者側

家庭看護力の向上家庭看護力の向上家庭看護力の向上家庭看護力の向上
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家庭看護力向上にむけて保護者が家庭で子どもの緊急度を判断するためのスキル
• 救急ガイドブック
• ホームページによる子ども救急ガイド
• 講習会・研修会・市民公開講座
• 電話相談 ＃８０００（広島県；19:00から翌日8:00まで）超軽症の受診や反復受診の低減が期待できる

こどもの体調を見る観察ポイント①機嫌（元気さ）②食欲③睡眠④顔色（蒼白・紫）⑤呼吸
1.家で見ていても大丈夫（翌日まで待って受診）
2.受診が必要だが急がない（自家用車で受診）
3.急いで受診（救急車）

✔✔

平成16年 広島県で開始平成22年 全国で実施
19：00～翌朝8：00（365日）
• すぐに受診すべきか
• 翌朝まで待っていいのか
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みんなでできること・お願い

• いざという時にあわてないように、普段から応急手当について学んでおきましょう。
• 急病の際受診すべきかどうかの判断ができるように、準備しておきましょう。
• かかりつけ医をもち、なるべく診療時間内に医療機関を受診しましょう。


